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1 H29.9.27 H29.10.6 平成27基準年度　評価実務ガイドブック―家屋－ 411 1
資産税部固
定資産評価
課

2 H29.9.26 H29.10.10
標準宅地番号14-003、14-011　鑑定評価書価格算定補足資
料（平成24、27基準年度分）

12 1 1 1 1

取引事例の月率変動率
・当該情報と時点修正率を用いることで、取引時点が特定され、不動産登記簿や住宅地図
等との突合により取引当事者である特定個人を識別することができるため。（7条2号該
当）
・当該情報と時点修正率を用いることで、取引時点が特定され、不動産登記簿や住宅地図
等との突合により取引当事者である特定法人の財産状況が明らかになる。これにより、当
該法人等の事業運営上の地位が損なわれると認められるため。（7条3号該当）
・当該情報と時点修正率を用いることで、取引時点が特定され、不動産登記簿や住宅地図
等との突合により取引当事者である所有者の財産状況が明らかになる。これにより、課税
庁に対する信頼が損なわれ、今後の税務行政に協力が得られなくなるおそれがあるため。
（7条6号該当）

世田谷都税
事務所固定
資産評価課

3 H29.10.13 H29.10.25
荒川区○○の航空写真（平成28年1月撮影分及び平成29年1
月撮影分）

2 1
荒川都税事
務所固定資
産税課

4 H29.10.15 H29.10.27
平成29年２月に主税局八王子都税事務所長が○○参加のた
めに支出した費用のすべての支出命令

1 当該公文書については作成しておらず、存在しないため
八王子都税
事務所総務
課

5 H29.10.15 H29.10.27

(1)八王子都税事務所長による平成29年２月の○○参加の
報告書
(2)八王子都税事務所長が平成29年２月の○○に参加する
ことを決定した書類
(3)八王子都税事務所長が平成29年２月の○○の参加目的
がわかる書類

1 当該公文書については作成しておらず、存在しないため
八王子都税
事務所総務
課

6 H29.10.15 H29.10.27
八王子都税事務所長の平成29年２月の○○に参加した時の
行動がわかる書類

1 当該公文書については作成しておらず、存在しないため
八王子都税
事務所総務
課

決定区分 （根拠規定）条例７条

表の見方 

＜決定区分＞ 

 ・開示、一部開示、非開示（開示しない）、不存在（文書が存在しない）、存否応答拒否（文書があるかないかを明らかにしない）のうち、該当する項目に「１」を記入しています。 

＜（根拠規定）条例7条＞ 

 ・一部開示及び非開示について、条例７条各号のいずれを根拠として非開示としたのかについて、該当する項目に「１」を記入しています。 

＜公文書の件名＞について 

 ・特定の個人名、法人名、またそれらの特定に結びつく可能性のある情報は○○と表記しています。 

 ・決定区分が不存在の場合や存否応答拒否の場合は、開示請求書の請求件名を記載しています。ただし、個人情報・法人情報保護に配慮し、簡潔に表記する場合があります。 
 


